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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第40期
第１四半期
累計(会計)期間

第41期
第１四半期
累計(会計)期間

第40期

会計期間

自　平成21年
　 ４月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成22年
　 ４月１日
至　平成22年
　　６月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

売上高 (千円) 973,1541,348,6038,186,982

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) △280,491△182,475 152,238

当期純利益又は四半期
純損失（△）

(千円) △287,010△186,330 109,317

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,266,9211,266,9211,266,921

発行済株式総数 (千株) 7,716 7,716 7,716

純資産額 (千円) 940,4981,149,6001,336,087

総資産額 (千円) 5,753,1126,112,1746,255,513

１株当たり純資産額 (円) 122.42 149.69 173.97

１株当たり当期純利益
金額又は四半期純損失
金額（△）

(円) △37.35 △24.26 14.23

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 16.3 18.8 21.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △359,778△329,192 310,314

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △14,248△115,161△52,710

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 289,599 511,228△49,375

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 87,421 446,950 380,077

従業員数 (名) 221 225 219

（注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、第40期は潜在株式が存在しないため記

載しておりません。また、第40期第１四半期累計（会計）期間及び第41期第１四半期累計（会計）期間では、

１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

　

当第１四半期会計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

　

当該事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(名) 225

（注）　従業員数は、就業人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期会計期間の生産実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

① 生産実績

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

金属屋根事業 1,385,397 ＋1.1

合計 1,385,397 ＋1.1

　

② 製品仕入実績

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

金属屋根事業 290,778 ＋33.1

合計 290,778 ＋33.1

　

(2) 受注実績

当第１四半期会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

金属屋根事業 1,676,912 ＋4.6 2,512,219 △10.2

合計 1,676,912 ＋4.6 2,512,219 △10.2

　

(3) 販売実績

当第１四半期会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

金属屋根事業 1,348,603 ＋38.5

合計 1,348,603 ＋38.5
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期におけるわが国経済は、新興国向けを中心とした輸出の拡大や政府の経済対策などによ

り、一部の業種において景気の持ち直しの動きが見られるものの、雇用環境は依然として厳しく、またデ

フレ傾向が続くなど、景気の先行きは不透明な状態が続いております。

また、建設業界においては、公共投資の一部に景気対策などの工事発注があったものの、景気の停滞感

などから民間設備投資は減少傾向にあり、依然厳しい市場環境にありました。

このような状況のなか、当社は地球環境保全に貢献できる太陽光発電屋根や、従来の金属屋根では対応

できなかったビル・マンションへの防水屋根のほか、高機能・高品質屋根の普及に努めてまいりました。

この結果、当第１四半期の売上高は1,348百万円（前期比38.5％増）となりました。その内訳は製品売

上高が738百万円（前期比2.5％減）となりましたが、請負工事は大型工事の完成等により610百万円（前

期比183.4％増）となりました。また、損益面におきましては、売上高が増加したことにより営業損失は

166百万円（前年同期は261百万円の損失）、経常損失は182百万円（前年同期は280百万円の損失）、四半

期純損失は186百万円（前年同期は287百万円の損失）となりました。

なお、当社の売上高は建設業界固有のマーケット特性により、事業年度の後半に著しく増加する傾向に

あり、よって、当第１四半期の営業利益・経常利益及び四半期純利益はマイナスになっております。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期の総資産は、前事業年度末に比べ143百万円減少し6,112百万円となりました。その主な要

因としては、今後の売上高増加に対応して、たな卸資産が114百万円増加しましたが、当第１四半期の売上

債権の回収増に伴い売上債権が355百万円減少したことなどによります。

負債合計は、運転資金の借入れにより借入金が514百万円増加しましたが、仕入債務が351百万円減少し

たことなどにより、前事業年度末に比べ43百万円増加し4,962百万円となりました。

純資産合計は、当第1四半期の四半期純損失の影響により、前事業年度末に比べ186百万円減少し1,149

百万円となり、自己資本比率は18.8％になりました。

　

EDINET提出書類

元旦ビューティ工業株式会社(E01433)

四半期報告書

 5/21



　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

第１四半期末における現金及び預金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ66百万円

増加し446百万円となりました。なお、資金の増減内容については、主として以下の要因によるものであり

ます。

営業活動によるキャッシュ・フローについては、売上債権が355百万円減少しましたが、たな卸資産が

114百万円増加、仕入債務が351百万円減少したことのほか、税引前四半期純損失を179百万円計上したこ

とにより、△329百万円（前年同期は△359百万円）となっております。

投資活動によるキャッシュ・フローについては、機械設備などの取得による支出△31百万円、投資有価

証券の取得による支出△90百万円（前年同期は△14百万円）などにより、△115百万円となっておりま

す。

財務活動によるキャッシュ・フローについては、金融機関からの借入金実行が815百万円、借入金返済

が300百万円あったことなどにより、511百万円（前年同期は289百万円）となっております。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期会計期間の研究開発費の総額は20,680千円であります。

　なお、当第１四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却について、重

要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,160,000

計 29,160,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年８月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,716,063 7,716,063
大阪証券取引所 
（JASDAQ市場）

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 7,716,063 7,716,063― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年４月１日～
平成22年６月30日

― 7,716,063 ― 1,266,921 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成22年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　 36,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式7,639,000 7,639 ―

単元未満株式 普通株式   41,063― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 7,716,063― ―

総株主の議決権 ― 7,639 ―

　

　

② 【自己株式等】

平成22年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
元旦ビューティ工業株式
会社

神奈川県藤沢市湘南台１
－１－21

36,000 ― 36,000 0.46

計 ― 36,000 ― 36,000 0.46

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月

　
５月

　
６月

最高(円) 264 259 257

最低(円) 226 231 225

(注)　株価は、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動は、ありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期累計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第１四半期

会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１四半期累計期間(平成22年４月１日か

ら平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期会計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年６月30日まで)及び前第１四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第１四半期会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１

四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責任

監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 470,010 403,136

受取手形及び売掛金 ※２
 831,088

※２
 965,859

完成工事未収入金 413,151 631,973

製品 ※３
 467,280 350,786

仕掛品 ※３
 18,340 20,427

未成工事支出金 117,043 138,777

原材料 ※３
 391,617 369,560

その他 134,822 154,996

貸倒引当金 △3,603 △4,210

流動資産合計 2,839,750 3,031,307

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 664,720 676,902

機械及び装置（純額） 330,854 351,909

土地 1,795,133 1,795,133

その他（純額） 120,775 122,517

有形固定資産合計 ※１
 2,911,484

※１
 2,946,462

無形固定資産 31,307 32,060

投資その他の資産

その他 499,286 418,116

貸倒引当金 △169,654 △172,433

投資その他の資産合計 329,632 245,683

固定資産合計 3,272,423 3,224,205

資産合計 6,112,174 6,255,513

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,125,206 1,305,150

工事未払金 133,699 305,664

短期借入金 1,119,230 865,590

1年内償還予定の社債 35,000 35,000

未払法人税等 6,564 30,251

製品保証引当金 39,388 37,661

その他 310,488 408,255

流動負債合計 2,769,576 2,987,572

固定負債

社債 215,000 215,000

長期借入金 1,662,453 1,402,023

退職給付引当金 279,923 276,368

その他 35,620 38,462

固定負債合計 2,192,996 1,931,853

負債合計 4,962,573 4,919,425
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,266,921 1,266,921

利益剰余金 △102,976 83,353

自己株式 △14,186 △14,186

株主資本合計 1,149,757 1,336,087

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △156 －

評価・換算差額等合計 △156 －

純資産合計 1,149,600 1,336,087

負債純資産合計 6,112,174 6,255,513
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 973,154 1,348,603

売上原価 769,441 1,024,620

売上総利益 203,712 323,982

販売費及び一般管理費 ※１
 465,304

※１
 490,664

営業損失（△） △261,592 △166,682

営業外収益

受取利息 110 82

受取配当金 3,006 3,015

その他 1,986 3,487

営業外収益合計 5,103 6,585

営業外費用

支払利息 16,711 15,884

その他 7,290 6,493

営業外費用合計 24,002 22,378

経常損失（△） △280,491 △182,475

特別利益

貸倒引当金戻入額 425 3,386

保証債務取崩益 412 912

特別利益合計 838 4,299

特別損失

投資有価証券売却損 － 1,500

会員権評価損 500 －

特別損失合計 500 1,500

税引前四半期純損失（△） △280,152 △179,676

法人税、住民税及び事業税 6,857 6,654

四半期純損失（△） △287,010 △186,330
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △280,152 △179,676

減価償却費 46,863 45,008

貸倒引当金の増減額（△は減少） △425 △3,386

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,363 3,555

製品保証引当金の増減額（△は減少） 546 1,727

受取利息及び受取配当金 △3,117 △3,097

支払利息 16,711 15,884

売上債権の増減額（△は増加） 556,620 355,121

たな卸資産の増減額（△は増加） △261,261 △114,729

仕入債務の増減額（△は減少） △630,336 △351,908

その他 232,920 △60,053

小計 △319,268 △291,555

利息及び配当金の受取額 3,234 3,041

利息の支払額 △17,427 △15,324

法人税等の支払額 △26,316 △25,354

営業活動によるキャッシュ・フロー △359,778 △329,192

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,932 △31,386

投資有価証券の取得による支出 － △90,000

投資有価証券の売却による収入 － 7,000

貸付金の回収による収入 2,197 1,136

その他 △13,514 △1,912

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,248 △115,161

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 700,000 290,000

短期借入金の返済による支出 △540,000 △100,000

長期借入れによる収入 350,000 525,000

長期借入金の返済による支出 △217,444 △200,930

その他 △2,956 △2,841

財務活動によるキャッシュ・フロー 289,599 511,228

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △84,427 66,873

現金及び現金同等物の期首残高 171,848 380,077

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 87,421

※
 446,950
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期会計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日)

　

　
当第１四半期会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

会計処理基準に関する事項の変更 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」

(企業会計基準第18号  平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20

年３月31日)を適用しております。

これにより、営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失に与える

影響額はありません。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期会計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　

当第１四半期会計期間
(自　平成22年４月１日  至　平成22年６月30日)

（棚卸資産の評価方法）

　当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を基礎として

合理的な方法により算出する方法によっております。　

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期会計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 5,827,066千円

※２　手形割引高　                       

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 5,783,998千円

※２　手形割引高及び裏書譲渡高                   

受取手形割引高 769,158千円

　 　 　

※３　担保資産

担保に供されている資産について、事業の運営に

おいて重要なものであり、かつ、前事業年度の末日に

比べて著しい変動が認められるもの

製品 312,253千円

仕掛品 18,340〃

原材料 203,250 〃

受取手形割引高 1,303,936千円

受取手形裏書譲渡高 35,485〃

　―――――――

　

(四半期損益計算書関係)

第１四半期累計期間

　

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日 
  至　平成22年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 11,501千円

販売促進費 12,438 〃

給与・賞与 198,586 〃

退職給付費用 5,534 〃

製品保証引当金繰入額 2,701 〃

減価償却費 5,894 〃

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 10,661千円

販売促進費 10,511 〃

給与・賞与 212,241 〃

退職給付費用 6,300 〃

製品保証引当金繰入額 7,322 〃

減価償却費 5,933 〃

２　当社の売上高は、最終ユーザーの設備投資等の状況

により、事業年度の後半に売上高が著しく増加する

傾向にあります。

２　当社の売上高は、最終ユーザーの設備投資等の状況

により、事業年度の後半に売上高が著しく増加する傾

向にあります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日 
  至　平成22年６月30日)

※　現金及び現金同等物の当第１四半期末残高と当第１

四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係（平成21年６月30日現在）

現金及び預金 110,421千円

預入期間が３か月超の定期預金 △23,000 〃

現金及び現金同等物 87,421千円
 

※　現金及び現金同等物の当第１四半期末残高と当第１

四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係（平成22年６月30日現在）

現金及び預金 470,010千円

預入期間が３か月超の定期預金 △23,059 〃

現金及び現金同等物 446,950千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成

22年６月30日)

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 7,716,063

　
　
２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 36,268

　
　
３　新株予約権等の四半期会計期間末残高

該当事項はありません。

　

　

４　配当に関する事項

該当事項はありません。

　
　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、金属屋根事業、ならびにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

(追加情報)

当第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 149円69銭
　

　 　

　 173円97銭
　

　

２  １株当たり四半期純損失金額

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日 
  至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額 37.35円
　

１株当たり四半期純損失金額 24.26円

 
(注)　１．なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎
　

項目
前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日 
  至　平成22年６月30日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(千円) 287,010 186,330

普通株式に係る四半期純損失（千円） 287,010 186,330

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,682 7,679

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月４日

元旦ビューティ工業株式会社

　　取　締　役　会  御中　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    水    上    亮 比 呂    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    澤    田    修    一    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている元旦

ビューティ工業株式会社の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの第４０期事業年度の第１四

半期会計期間（平成２１年４月１日から平成２１年６月３０日まで）及び第１四半期累計期間（平成２１年

４月１日から平成２１年６月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益

計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して元旦ビューティ工業株式会社の平成２１年６月３０日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月４日

元旦ビューティ工業株式会社

　取　締　役　会 　 御中

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    水  　上　  亮 比 呂    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    澤    田    修    一    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている元旦

ビューティ工業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第41期事業年度の第１四半期会計

期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22

年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、元旦ビューティ工業株式会社の平成22年６月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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